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研
究
室
報
告

①
今
年
度
は
、
新
任
教
員
と
し
て
堀
内
俊
郎
教
授
を
迎
え
た
。
堀
内
教
授

の
専
門
分
野
は
イ
ン
ド
仏
教
思
想
で
あ
り
、「
仏
教
思
想
概
論
Ａ
Ｂ
」「
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
Ｂ
」
な
ど
を
担
当
す
る
。

②
今
年
度
の
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
、
四
月
ガ
イ
ダ
ン
ス
時
に
卒
業
生

の
講
演
を
お
願
い
し
、
堤
春
枝
氏
と
大
野
雛
子
氏
が
登
壇
さ
れ
た
。

③
今
年
度
は
学
科
に
関
係
す
る
特
別
講
義
と
し
て
は
、
四
月
二
五
日
に

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
）
のGuillaum
e D

U
CŒ

U
R

教

授
とK

im
, K

yon-kon

准
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
“Eugène Burnouf 

（1801‒1852

）and European Buddhology
”、
“The prototype 

of the ancient rs4
4i and the constructed Buddha figure in 

dhyāna

”と
題
し
て
、
ま
た
一
一
月
一
四
日
に
は
バ
ナ
ー
ラ
ス
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
大
学
（
イ
ン
ド
）
のSiddharth Singh

教
授
が
「
日
本
の
神
々

の
体
系
に
反
映
さ
れ
た
日
印
文
化
の
混
淆
」
と
題
し
て
実
施
さ
れ
た
。

④
二
〇
二
三
年
九
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
海
外
文
化
研
修

（
台
湾　

高
雄
・
台
南
・
台
北
）
に
は
、
川
田
健
助
教
、
大
田
悦
子
英

米
文
学
科
准
教
授
の
二
名
の
引
率
の
も
と
、
十
八
名
の
学
生
が
参
加
し

た
。
台
湾
を
南
北
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
台
湾
の
多
層
的
な
歴

史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
国
立
台
北
大
学
歴
史
学

系
山
口
智
哉
助
理
教
授
、
本
学
科
白
井
順
教
授
の
協
力
の
下
、
国
立
台

北
大
学
と
の
交
流
会
を
開
催
し
た
。
関
係
者
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

⑤
今
年
度
末
を
も
っ
て
、
野
間
信
幸
教
授
・
橋
本
泰
元
教
授
・
小
路
口
聡

教
授
が
定
年
退
職
さ
れ
た
。
三
名
の
先
生
方
の
長
年
の
ご
指
導
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

⑥　

本
年
度
、
大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
の
公
開
研
究
発
表

会
を
春
学
期
（
七
月
二
十
六
日
）
と
秋
学
期
（
十
一
月
二
十
九
日
）
に

開
催
し
た
。
春
学
期
は
以
下
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

新
入
生
研
究
計
画
は
武
本
弥
生
【
Ｍ
１
】、
李
晶
【
Ｍ
１
】、
ロ
サ
ン
・

グ
ン
チ
ョ
ク
【
Ｍ
１
】、
特
別
学
生
の
発
表
は
邱
麗
莎
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。
研
究
発
表
は
三
明
智
達
「〈
無
量
寿
経
〉
と
〈
悲
華
経
〉
に
お

け
る
本
願
文
対
照
研
究
に
つ
い
て
」【
Ｍ
２
】、
前
田
恭
介
「
近
代
の
仏

教
学
と
仏
教
運
動
と
に
見
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
傾
向
」【
Ｍ
２
】、

空
慧
「『
律
苑
事
規
』
の
諸
本
と
構
成
及
び
成
立
に
つ
い
て
」【
Ｄ
２
】

で
あ
っ
た
。
ま
た
秋
学
期
は
前
田
恭
介
「
近
代
日
本
の
仏
教
界
に
見
る

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」【
Ｍ
２
】、
森
原
康
暉
「
宗
密
『
原
人
論
』
の
思

想
的
立
場
及
び
成
立
背
景

―
従
来
の
『
原
人
論
』
認
識
の
問
題
点

―
」【
Ｄ
１
】、
崇
昊
「
宗
泐
、
如
玘
撰
『
金
剛
般
若
波
羅
密
経
註
解
』

の
成
立
・
刊
行
・
流
布
に
つ
い
て
」【
Ｄ
２
】、
星
宮
康
子
「
ダ
ル
マ
の

増
減
と
医
療

―
ユ
ガ
説
と
の
関
連
に
お
い
て

―
」【
Ｄ
３
】
で
あ
っ

た
。

　

発
表
会
開
始
前
に
は
、
学
外
講
師
を
お
招
き
し
御
講
演
戴
い
た
。
講
師

名
所
属
、
講
演
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

春
学
期　

吉
村
均
先
生
（
中
村
元
東
方
研
究
所 

専
任
研
究
員
）「
私
が
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学
生
時
代
に
受
け
た
指
導
と
現
在
」

　

秋
学
期　

宮
崎
展
昌
（
鶴
見
大
学 

准
教
授
）「
仏
教
文
献
研
究
と
し
て

の
大
乗
経
典
の
個
別
研
究
：
経
典
編
纂
過
程
と
大
蔵
経
に
関
す
る
探
求
」

　

両
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

⑦　

白
山
中
国
学
会
は
、
三
月
二
十
六
日
に
二
十
二
回
、
七
月
二
十
三
日

に
第
二
十
三
回
の
研
究
発
表
大
会
を
実
施
、
そ
の
中
で
大
学
院
生
（
中

国
哲
学
専
攻
）
の
研
究
報
告
・
発
表
が
行
わ
れ
た
。
題
目
は
以
下
の
通

り
。

　
　

第
二
十
四
回
：
博
士
前
期
課
程　
【
Ｍ
１
】
王
妙
華
「
王
心
斎
の
良

知
思
想
―
―
「
中
正
」
と
「
万
物
一
体
」
を
め
ぐ
っ
て
」、
辻
大
晴
「『
東

野
遺
稿
』
収
録
の
文
か
ら
見
る
安
藤
東
野
の
交
遊
」、
張
萌
芳
「「
一
念
」

を
め
ぐ
る
思
想
―
―
朱
子
学
と
陽
明
学
―
―
」、【
Ｍ
２
】
頼
晨
曦
「
荘

子
』
の
「
遊
」
の
思
想
と
隠
遁
思
想
の
関
係
」、
方
一
「『
李
清
照
詞
小

考
―
―
歴
代
詞
選
に
お
け
る
採
用
情
況
分
析
」、
博
士
後
期
課
程　
【
Ｄ

２
】永
田
小
絵「
小
学
」と「
大
学
」の
間
―
―
道
徳
教
育
の
階
梯（
２
）」、

【
Ｄ
３
】
劉
心
奕
「
羅
洪
先
の
「
万
物
一
体
」
思
想
と
社
会
実
践
」、【
Ｄ

３
】
水
野
あ
ゆ
「
児
童
世
界
に
つ
い
て
」

　
　

第
二
十
五
回
：
博
士
前
期
課
程　
【
Ｍ
１
】
王
浩
然
「
蕭
紅
の
故
郷

に
対
す
る
感
情
の
変
化
に
つ
い
て
―
―
『
呼
蘭
河
伝
』
を
例
と
し
て
」、

【
Ｍ
２
】
王
妙
華
「
王
心
斎
の
万
物
一
体
思
想
―
―
自
然
性
と
そ
の
継

承
―
―
」、
辻
大
晴
「『
東
野
遺
稿
』
収
録
の
手
紙
か
ら
見
る
安
藤
東
野

の
交
遊
」、
佐
藤
瑛
「
張
飛
描
写
に
お
け
る
矛
盾
点
」、【
Ｄ
２
】
永
田

小
絵
「
古
典
と
現
代
を
つ
な
ぐ
翻
訳
手
法
の
研
究
―
―
葛
兆
光
著
『
到

后
台
看
历
史
卸
妆
』（
仮
題
『
中
国
史
の
舞
台
裏
』）
の
翻
訳
・
訳
注
の

実
践
を
通
し
て
」、【
Ｄ
３
】
劉
心
奕
「
吉
水
石
蓮
洞
に
関
す
る
考
察 

―
―
江
右
陽
明
学
者
の
修
業
・
講
学
・
交
遊
活
動
を
中
心
と
し
て
」、【
Ｄ

３
】
水
野
あ
ゆ
「
児
童
世
界
に
つ
い
て
」、【
Ｄ
３
】
志
村
敦
弘
「
王
陽

明
思
想
再
考
―
―
「
見
在
」
と
い
う
他
者
に
相
対
す
る
思
想
と
し
て
―

―

　
　

ま
た
、
基
調
講
演
は
以
下
の
通
り
。
二
十
四
回
：
野
間
信
幸
（
本
学

科
教
授
）「
井
上
円
了
の
台
湾
体
験
を
巡
っ
て
」。
二
十
五
回
：
白
井
順

（
本
学
科
教
授
）「
明
治
の
崎
門
学
派
―
―
細
野
要
斎
」。

⑧　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
黒
田
祐
介
、
志
村
敦

弘
、
福
島
マ
シ
ュ
ー
、
星
宮
康
子
、
劉
心
奕
（
五
〇
音
順
）
の
各
氏
が

担
当
し
た
。

⑨　

本
年
度
の
卒
業
論
文
の
提
出
者
は
、
第
Ⅰ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
で

は
八
三
名
、
第
Ⅱ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
で
は
二
九
名
で
あ
っ
た
。
大

学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
、
中
国
哲
学
専
攻
三
名
、
イ
ン
ド
哲
学
仏

教
学
専
攻
一
名
で
あ
っ
た
。
同
博
士
論
文
提
出
者
は
、
中
国
哲
学
専
攻

一
名
で
あ
っ
た
。
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本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

【
校
友
会
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

金
肇
新
（
Ⅰ
部
）、
松
倉
愛
美
（
Ⅱ
部
）

　

大
学
院
（
中
国
哲
学
専
攻
）
佐
藤
瑛

【
勧
学
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

嚴
カ
イ
エ
（
Ⅰ
部
）、
該
当
な
し
（
Ⅱ
部
）

【
田
村
芳
朗
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

鎌
田
翔
勧
・
粂
田
一
路
・
荒
井
樹
音
（
Ⅰ
部
）

　

大
学
院　
（
該
当
な
し
）
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二
〇
二
三
年
度
業
績
（
二
〇
二
三
年
一
月
～
十
二
月
）

伊
吹
　
敦

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
文
献
に
対
す
る
認
識
は
い
か
に
更
新
さ
れ
、
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す

か
―
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
を
一
例
と
し
て
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術

論
集
』
一
一
、九
五
～
一
一
六
頁
、
二
〇
二
三
年
二
月
）

「『
景
德
傳
燈
錄
』
所
收
「
南
陽
慧
忠
國
師
語
」
の
成
立
と
意
義
」（『
東
ア

ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
一
一
、二
三
三
～
二
六
六
頁
、
二
〇
二
三
年
二

月
）

「
神
會
の
活
躍
・
貶
逐
・
復
權
と
保
唐
宗
の
成
立
―
無
住
に
よ
る
荷
澤
宗

文
獻
の
受
容
を
中
心
に
」（『
東
洋
学
研
究
』六
〇
、三
〇
四
～
二
九
一
頁
、

二
〇
二
三
年
三
月
）

「
荷
澤
神
會
の
史
的
意
義
の
再
檢
討
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
一
〇
、一
九
二

～
一
四
九
頁
、
二
〇
二
三
年
三
月
）

「
再
び
『
金
剛
經
解
義
』
の
成
立
を
論
ず
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』

七
二
（
一
）、
二
七
八
～
二
七
一
頁
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
）

〈
翻
訳
〉

「
石
刻
資
料
と
中
国
禅
宗
史
研
究
―
唐
代
在
家
夫
人
の
新
出
墓
誌
を
主
な

分
析
対
象
と
し
て
」（
蒋
海
怒
著
、
単
訳
、『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』

一
一
、二
〇
二
三
年
二
月
）

「
唐
代
禅
林
に
お
け
る
喫
茶
の
意
味
の
変
化
」（
蒋
海
怒
著
、
単
訳
、『
東

ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
一
一
、二
〇
二
三
年
二
月
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

中･

日･

韓 

国
際
仏
教
学
術
大
会
（
幹
事
・
編
集
委
員
）
／
日
本
佛
教

学
会
（
理
事
、
一
〇
月
一
日
迄
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
役
員
）

／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
史
学
会
（
会
員
）
／
早
稲

田
大
学
東
洋
哲
学
会
（
会
員
）

学
会
発
表
等

「
早
期
禅
宗
与
知
识
人
―
以
知
识
人
的
禅
理
解
为
中
心
」（
二
〇
二
三
年
八

月
一
一
日
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
汉
传
佛
教
的
文
化
观
念
与
生
活
―

僧
人
与
文
人
」、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
蓮
山
雙
林
禅
寺
）

「
再
び
『
金
剛
經
解
義
』
の
成
立
を
論
ず
」（
二
〇
二
三
年
九
月
三
日
、
印

度
学
仏
教
学
会
第
七
三
回
学
術
大
会
、
龍
谷
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

「
初
期
禅
宗
史
解
明
の
た
め
の
国
際
協
力
の
必
要
性
」(

二
〇
二
三
年
一
〇

月
二
八
日
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中･

日･

韓 

国
際
仏
教
学
術
大
会

―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
交
流
の
歴
史
と
未
来
」中
国
福
建
省
福
州
、

鼓
山
湧
泉
寺
・
福
建
海
峽
仏
教
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー)

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
「
外
国
人
研
究
者
と
の
連
携
に
よ
る
東
ア
ジ
ア

仏
教
の
歴
史
と
思
想
の
解
明
」（
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
代
表

者
）
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○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
・
卒
論
指
導
⑥
（
Ⅰ
部
、
通
年
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

仏
教
漢
文
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

仏
教
漢
文
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）

東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

一
回
担
当

　
「
井
上
円
了
の
仏
教
思
想
と
そ
の
影
響
」（
五
月
二
七
日
）

大
学
院
：
東 

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
（
前
期
課

程
、
春
学
期
）

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅰ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ｂ
（
前
期
課

程
、
秋
学
期
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
（
後
期
課
程
、

春
学
期
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ｂ
（
後
期
課
程
、

秋
学
期
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
長
、
校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金

運
営
委
員
会
委
員
、
文
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
委
員
（
東
洋
思
想
文

化
学
科
）・
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員

○
社
会
的
活
動

（
公
益
財
団
法
人
）
中
村
元
東
方
研
究
所
兼
任
研
究
員

川
田
　
健

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
川
田
健
「
台
湾
の
修
士
・
博
士
論
文
に
お
け
る
日
本
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

文
化
研
究
─
コ
ス
プ
レ
研
究
を
中
心
に
」、『
東
洋
思
想
文
化
』
九
、
東

洋
大
学
文
学
部
紀
要
七
七
集
、
一
〇
〇
（
一
一
七
）
～
七
七
（
一
四
〇
）

頁

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）・
日
本
マ
ン
ガ
学
会
（
会
員
）・
中
国
古
典
学
会

（
幹
事
）・
日
本
詩
経
学
会
（
会
員
）・
日
本
漢
詩
文
学
会
（
会
員
）・
日

本
中
国
語
教
育
学
会
（
会
員
）・
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
研
究
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅱ
部
〉

中
国
思
想
文
化
演
習
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅰ
部
〉

漢
文
訓
読
法
（
Ⅰ
部
）
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中
国
語
学
演
習
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

中
国
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
Ⅳ
（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
）
春
・
秋

中
国
語
ス
キ
ル
（
思
想
）（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
）
春

歴
史
と
文
明
（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
）
春

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
社
会
認
識
（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
）
秋

坂
井
　
多
穂
子

○
研
究
活
動

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
宋
代
文
学
学
会
（
理
事
・
大
会
委
員
会
委
員
長
）
／
白
山
中
国
学
会

（
理
事
・
会
計
委
員
）
／
日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
中
唐
文
学
会
（
会

員
）
／
中
国
文
史
研
究
会
（
会
員
）
／
日
本
杜
甫
学
会
（
会
員
・
選
挙

管
理
委
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
《
春
》（
Ⅱ
部
）

中
国
学
概
論
Ａ
（
Ⅰ
部
）
六
月
一
五
日
～
七
月
二
七
日
、
七
回

担
当

漢
文
訓
読
法
《
秋
》（
Ⅱ
部
）

中
国
学
研
究
法
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

卒
業
論
文
《
春
》《
秋
》（
Ⅱ
部
）

大
学
院
：
中
国
文
学
特
論
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

東
京
大
学
教
養
学
部
「
東
洋
古
典
学
」
秋
学
期

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
第
二
部
学
科
長
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

研
究
員
・
同
運
営
委
員

小
路
口
　
聡

○
研
究
活
動

〈
著
書
〉

『
王
龍
溪
の
良
知
心
学
―
―
「
生
機
」
論
と
い
う
視
座
―
―
』
研
文
出
版
、

二
〇
二
三
年
一
一
月
二
〇
日

〈
訳
注
〉

韓
夢
鵬
『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
訳
注　

其
の
二
、『
白
山
中
国
学
』
通

巻
二
九
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
二
一
～
四
〇
頁
（
縦
書
頁
）　

＊
吉

田
公
平
・
早
坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
藤
井
倫
明
・
尾
崎
順
一
郎
・
工
藤

卓
司
・
伊
香
賀
隆
・
播
本
崇
史
と
共
著
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韓
夢
鵬
『
新
安
理
學
先
覺
會
言
』
訳
注　

其
の
三
、『
白
山
中
国
学
』
通

巻
二
九
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
四
一
～
六
二
頁
（
縦
書
頁
）　

＊
吉

田
公
平
・
早
坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
藤
井
倫
明
・
尾
崎
順
一
郎
・
工
藤

卓
司
・
伊
香
賀
隆
・
播
本
崇
史
と
共
著

〈
そ
の
他
〉

佐
藤
直
方
『
講
學
鞭
策
録
講
義
』
解
読
（
一
）
―
―
解
題
、
及
び
、
序
・

第
一
条
よ
り
第
二
十
条
に
至
る
―
―
、『
東
洋
学
研
究
』
第
六
十
号
、

二
〇
二
三
年
三
月
、
九
一
～
一
二
九
頁
（
縦
書
頁
）、
黒
田
祐
介
と
共

著

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

・
科
学
研
究
費
助
成
金
「「
新
安
理
学
」
の
脱
構
築
―
中
国
近
世
の
程
朱

闕
里
に
お
け
る
思
想
の
変
遷
に
関
す
る
通
時
的
考
察
―
」（
研
究
種
目
：

基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号
：21H

00471

）、
＊
硏
究
代
表
者

・
科
学
研
究
費
助
成
金
「
哲
学
資
源
と
し
て
の
漢
文
教
材
お
よ
び
学
び
方

の
開
発
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
種
目
：
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
課

題
番
号
：20K

02730

）、
＊
分
担
研
究
者

〈
学
会
活
動
〉

日
本
中
國
學
會
（
会
員
）、
白
山
中
国
学
会
（
会
長
・
理
事
・『
白
山
中
国

学
』
編
集
委
員
）、
中
国
文
史
哲
研
究
会
（
会
員
）、
東
洋
古
典
學
研
究

会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
春
学
期
）

中
国
学
概
論
Ａ
（
Ⅰ
部
）　

＊
第
一
回
か
ら
第
七
回
担
当

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩
Ａ
Ｂ

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
哲
学
特
講
Ａ
Ｂ

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
専
攻
長
・
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
運
営

委
員
・
同
編
集
委
員

白
井
　
順

〇
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
吉
田
英
厚
『
辨
妄
』
に
つ
い
て
―
明
治
期
の
崎
門
学
派
の
一
断
面
」、『
東

洋
思
想
文
化
』
第
十
号
、
二
十
一
～
五
十
一
頁
、
二
〇
二
三
年
三
月

〈
基
調
講
演
〉

「
明
治
の
崎
門
学
派
―
―
細
野
要
斎
」
二
〇
二
三
年
七
月
二
十
九
日
開
催
、

第
二
十
五
回
白
山
中
国
学
会

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
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日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
道
教
学
会
（
会
員
）
／
東
方
学
会
（
地

区
委
員
）
／
朝
鮮
学
会
（
会
員
）
／
韓
国
思
想
史
学
会
（
委
員
）
／
白

山
中
国
学
会
（
理
事
）
／
日
本
儒
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
思
想
史

学
会
（
会
員
）
／
大
阪
市
立
大
学
中
国
学
会
（
会
員
）
／
九
州
大
学
中

国
哲
学
研
究
会
（
会
員
）
／
九
州
中
国
学
会
（
会
員
）
／
阪
神
中
哲
談

話
会
（
会
員
）
／
近
現
代
東
北
ア
ジ
ア
地
域
史
研
究
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
秋
山
罷
斎
の
基
礎
的
文
献
研
究
」

（
課
題
番
号 21K

00055

、
研
究
代
表
者
）

〇
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
献
学
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
語
Ⅰ
Ａ
Ⅰ　

Ａ
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

中
国
学
概
論
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
第
九
回
～
第
十
五
回
）

中
国
学
研
究
法
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
東
洋
学
と
近
代
」（
十
月
十
二
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

〇
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
内
外
国
語
委
員
会
委
員
／
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委

員
／
文
学
研
究
科
自
己
点
検
委
員
／
学
術
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
想
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

○
社
会
的
活
動

校
友
会
公
開
講
座「
東
ア
ジ
ア
と
三
国
志
演
義
」（
二
〇
二
三
年
十
月
六
日
、

十
月
二
十
日
）

沼
田
　
一
郎

○
研
究
活
動

〈
翻
訳
〉

「『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
第
十
二
巻
「
ラ
ー
ジ
ャ
ダ
ル
マ
章
」
訳
注
（
１
）」

『
東
洋
思
想
文
化
』
一
〇
、二
〇
二
三
年
三
月
、
九
九
～
一
一
六
頁
。

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
会
員
）

／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
ア
ジ
ア
法
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上

円
了
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
Ⅰ
部
）
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イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅱ
部
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ

〇
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
第
Ⅰ
部
学
科
長
・
東
洋
学
研
究
所
運
営
委
員
・

編
集
委
員

野
間
　
信
幸

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
井
上
円
了『
台
湾
紀
行
』所
載
漢
詩
試
訳
」（『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』

第
三
二
号
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
四
年
三
月

一
七
日
予
定
）

〈
そ
の
他
〉

「
台
湾
縦
貫
鉄
道
に
乗
っ
て
―
―
井
上
円
了
の
漢
詩
紀
行
」（『
ア
ジ
ア
の

鉄
道
路
線
整
備
と
社
会
教
育
の
拡
充
―
井
上
円
了
の
日
本
・
ア
ジ
ア

に
お
け
る
遊
説
再
考
―
』A

CRI

リ
サ
ー
チ
・
ペ
ー
パ
ー
・
シ
リ
ー

ズ
第
二
九
冊
、
三
九
～
四
二
頁
、
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
、

二
〇
二
三
年
二
月
二
八
日
）

鍾
肇
政
先
生
か
ら
の
手
紙（
全
七
信
収
録
）（『
鍾
肇
政
全
集
』第
三
八
冊（
全

四
二
冊
））、
三
二
七
～
三
四
三
頁
、
桃
園
市
政
府
、
二
〇
二
二
年
七
月
）

「
針
生
少
年
の
見
た
武
漢
の
景
色
」（『
日
本
語
言
文
化
論
叢
―
―
華
中
科

技
大
学
日
語
系
建
系
二
〇
周
年
紀
念
』、
一
五
一
～
一
六
六
頁
、
武
漢

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）

〈
研
究
発
表
〉

「
井
上
円
了
の
台
湾
体
験
を
巡
っ
て
（
Ⅱ
）」（
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

第
一
八
回
年
次
集
会
「
記
念
講
演
」、
東
洋
大
学
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
、

二
〇
二
四
年
一
月
二
〇
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
台
湾
学
会
（
会
員
）
／
天
理
台
湾
学
会

（
理
事
）
／
日
本
現
代
中
国
学
会
（
会
員
）
／
白
山
中
国
学
会
（
理
事
）

／
中
国
文
芸
研
究
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
（
Ⅰ
部
・
春
学
期
）

中
国
文
学
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

中
国
学
概
論
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
秋
学
期
前
半
）

中
国
文
学
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業
、
秋
学
期

十
月
十
四
日
担
当
）「
円
了
の
台
湾
巡
講
─
南
船
北
馬
（
台

湾
巡
講
）」
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大
学
院
：
中 

国
文
学
特
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
前

期
課
程
）

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・

Ｂ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員
／
井
上
円
了
哲
学
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

○
社
会
的
活
動

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
21
（
維
持
会
員
）

橋
本
　
泰
元

○
研
究
活
動

〈
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
〉

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
助
成
金
「
イ
ン
ド
・
ヴ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
の
チ
ャ
イ
タ
ニ

ヤ
派
に
お
け
る
理
論
と
実
践
の
相
互
補
完
的
研
究
」（
二
〇
二
〇
年
度　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）　

課
題
番
号20K

00061　

研
究
代
表
者
）
九
月
三
日

～
九
月
一
四
日
ヴ
リ
ン
ダ
ー
バ
ン
の
チ
ャ
イ
タ
ニ
ヤ
派
に
お
け
る
ク
リ

シ
ュ
ナ
信
仰
聖
地
と
儀
礼
の
実
地
調
査
お
よ
び
バ
ナ
ー
ラ
ス
に
お
け
る

主
要
な
ク
リ
シ
ュ
ナ
寺
院
の
調
査
と
聞
取
り
調
査
を
実
施
。

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
２
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
２
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
１
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
１
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

卒
論
指
導
８
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
１
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
（T

D
B

）「
聲
明
公
演
」（
事
前
講
義

一
一
月
一
一
日
、
公
演
開
催
一
一
月
二
五
日
）

大
学
院
：
イ 

ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期

課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
文
学
研
究
科
図
書
館
運

営
委
委
員

○
社
会
的
活
動

団
体
役
員
等

（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員
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堀
内
　
俊
郎

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

“Madhyam
aka vs. Y

ogācāra: A
 Previously U

nknow
n D

ispute 
in V

im
alam

itraʼs C
om

m
entary on the H

eart Sūtra,

” 
R

eligions 2023, 1 4 (3), 327.

“What are the 

“Purposes

” of B
uddhist Sūtras? F

rom
 

V
asubandhuʼs Logic of E

xegesis (V
yākhyāyukti).

” Journal 
of Indian Philosophy 51, 539–566 (2023)

「
菩
薩
が
目
指
す
も
の
―
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
の
『
般
若
心
経
注
』
後
半
部

よ
り
―
」『
東
洋
学
研
究
』
六
十
号
、
二
四
三
～
二
六
六
頁
、
三
月

二
十
四
日

〈
学
会
発
表
等
〉

「T
extcritical R

em
arks on the Sanskrit text of 

the R
āvan

4ādhyes

4anāparivarta, vv. 32–44, of the 
Lan

4kāvatārasūtra

」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
四
回
大
会
（
於

龍
谷
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
））
九
月
二
日

「
経
典
の
目
的
と
は
何
か
？
世
親
の
『
経
典
解
釈
方
法
論
（『
釈
軌
論
』）』

よ
り
」
東
洋
学
研
究
所
二
〇
二
三
年
度
第
二
回
研
究
発
表
例
会
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）
十
月
二
十
一
日

（
講
評
）
宮
本
久
義
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
女
神
信
仰
の
展
開
―

聖
地
カ
ー
マ
ー
キ
ヤ
ー
の
縁
起
譚
を
中
心
に
し
て
―
」
東
洋
学
研
究

所
二
〇
二
三
年
度
第
三
回
研
究
発
表
例
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
十
一
月

二
十
五
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
・
理
事
（
十

月
二
日
～
））／
仏
教
思
想
学
会（
会
員
・
評
議
員（
四
月
～
））／（
般
財
）

東
方
学
会
（
会
員
・
学
術
委
員
（
七
月
～
））
／
日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会

員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
（
若
手
研
究
Ｂ
）「『
楞
伽
経
』
第
2
章
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

テ
キ
ス
ト
校
訂
な
ら
び
に
訳
注
、
思
想
研
究
」
課
題
番
号16K

16697

、

研
究
代
表
者
（
～
三
月
三
十
一
日
）

科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
世
親
作『
釈
軌
論
』の
総
合
的
研
究
」

課
題
番
号17K

02224

（
研
究
代
表
者
・
上
野
牧
生
）
研
究
分
担
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
仏
教
思
想
概
論
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
・
大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）（
一
回
担
当
）「
律
の
身
体
性
―

出
家
修
行
者
の
行
儀
」（
五
月
十
日
、
七
限
）

大
学
院
：
イ 
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
博
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士
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
（
博

士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
研
究
員
・
運
営
委
員
）

山
口
　
し
の
ぶ

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
儀
軌 V

edaparikram
a 

（W
edaparikram

a

）
―
儀
軌
の
概
要
お
よ
び
部
分
訳
（
２
）」『
東
洋

思
想
文
化
』第
一
〇
号
、
一
四
六（
七
一
）～
一
一
九（
九
八
）、
二
〇
二
三

年
三
月

〈
学
会
活
動
〉

地
球
シ
ス
テ
ム
・
倫
理
学
会
第
十
九
回
学
術
大
会
実
行
委
員
長
お
よ
び
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
多
様
性
を
問
う
―
人
文
・
自
然
・
社
会
の
視
点
か
ら
」

モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
一
日
、
東
洋
大
学
一
二
五
記

念
ホ
ー
ル
）

〈
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
〉

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
会
員
／
日
本
佛
教
学
会（
会
員
）／
日
本
西
蔵
学
会（
会
員
）

／
密
教
図
像
学
会
（
会
員
）
／
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
東

南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
・
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
儀
礼
に
お
け
る
イ
ン
ド
宗
教
の
受
容
と
変
容
に
関
す
る
研
究
」

（
研
究
代
表
者
、JP 19K

00064

）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
： 

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑦
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
Ａ
・
Ｂ
⑦
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部　

春
学
期
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅱ
部　

春
学
期
）

伝
統
文
化
講
座
（
第
一
、五
、十
一
、十
三
、十
五
回
お
よ
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
担
当
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
」（
十
月
十
八
日
、
七
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
）
一
回
担
当
「
日
本
の
近
代

化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践
─
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部

乗
り
入
れ
「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
─
明
治
の
取
経
僧
・

河
口
慧
海
と
能
海
寛
」
十
一
月
二
五
日
、
五
時
限
）
一
回
担
当

大
学
院
：
イ 

ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
前

期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
後

期
課
程
）
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○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
文
学
部
長
／
東
洋
大
学
評
議
員
／
東
洋
大
学
理
事
／
東
洋
大
学

東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

研
究
員
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二
〇
二
三
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び《
春
》《
秋
》の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
が
付
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当

者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

東
洋
思
想
文
化
学
科

ア
ジ
ア
の
古
典
（
イ
ン
ド
の
古
典
に
触
れ
る
） 
宮
本　

城

ア
ジ
ア
の
文
学
（
女
性
が
描
く
、
女
性
を
描
く
台
湾
文
学
） 

橋
本
恭
子

 

柴
山　

滋

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
と
ア
ー
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
～
そ

の
思
想
と
対
立
） 

石
川　

寛
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
／
イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ａ
／
イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ⅰ

（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
思
想
と
展
開
） 

三
澤
祐
嗣

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ｂ
／
イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ｂ
／
イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ⅱ

（
シ
ヴ
ァ
派
の
思
想
と
展
開
） 

三
澤
祐
嗣

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

 

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

 

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
） 

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
／
イ
ン
ド
文
化
論
Ⅱ
Ａ
／
古
代
イ
ン
ド
の
社
会

《
秋
》（
道
徳
・
財
・
愛
欲
の
イ
ン
ド
文
化
史
） 

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
／
イ
ン
ド
文
化
論
Ⅱ
Ｂ
／
イ
ン
ド
の
風
土
と
文
化

《
秋
》（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
） 

石
川　

寛

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
） 

石
川　

寛

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
／
ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
《
秋
》（
サ
ー

ン
キ
ヤ
思
想
と
そ
の
展
開
） 

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
／
イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
ブ
ッ
ダ
の
覚
り
と
そ
の

展
開
） 

藪
内
聡
子

イ
ン
ド
仏
教
史
Ｂ
／
イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
）

 

藪
内
聡
子

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
（
仏
教
の
仏
と
神
々
の
図
像
学
的
考
察
）

 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
（
南
ア
ジ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
美
術
）

 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
／
イ
ン
ド
美
術
を
見
る
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏

教
美
術
史
概
論
） 

檜
山
智
美
（
Ⅱ
）
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イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
／
仏
教
美
術
を
見
る
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
美
術

と
東
西
文
化
交
流
） 

檜
山
智
美
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ａ
《
春
》（
大
叙
事
詩
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
の
イ
ン

ド
世
界
を
た
ず
ね
る
） 

村
山
和
之

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
）

 

宮
本　

城

韓
国
語
Ａ
Ｂ 

佐
藤　

厚

韓
国
仏
教
史
《
秋
》 

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

漢
文
訓
読
法
①
《
秋
》（
漢
文
読
解
の
手
ほ
ど
き
） 

播
本
崇
史
（
Ⅰ
）

漢
文
訓
読
法
②
《
秋
》（
漢
文
法
の
基
礎
知
識
） 

川
田　

健
（
Ⅰ
）

漢
文
訓
読
法
②
《
秋
》（
漢
文
法
の
基
礎
知
識
） 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅱ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
①
《
春
》（
異
な
る
体
系
と
の
出
会
い
） 

多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
①
《
秋
》（
異
な
る
体
系
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
）

 
多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
②
（
中
国
語
初
心
者
の
た
め
の
授
業
） 

橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
③ 

権　
　

慧
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
初
級
中
国
語
） 

大
江
千
晶
（
Ⅱ
）

キ
リ
ス
ト
教
概
論
／
キ
リ
ス
ト
教
と
は
何
か
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
誕
生

に
至
る
歴
史
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
基
礎
） 

山
中
利
美
（
Ⅰ
）

近
代
化
と
東
洋
《
秋
》（
東
洋
は
近
代
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

伊
吹　

敦

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
秋
》（
人
権
の
歴
史
を
め
ぐ
る
仏
教
者
の
か
か
わ

り
に
学
び
、
現
代
社
会
の
排
除
と
包
摂
を
考
え
る
） 

小
林
惇
道
（
Ⅰ
）

現
代
に
生
き
る
仏
教《
秋
》（
社
会
課
題
へ
の
仏
教
者
の
か
か
わ
り
に
学
ぶ
）

 

小
川
有
閑
（
Ⅱ
）

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
と
ア
ー
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
～
そ
の

思
想
と
対
立
） 

石
川　

寛

坐
禅
／
坐
禅
の
こ
こ
ろ
《
春
》（「
い
ま
」
に
気
付
く
） 

眞
如
晃
人

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
） 

沼
田
一
郎

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
実
践
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
中
級
） 

堀
内
俊
郎

写
経
／
写
経
の
こ
こ
ろ
《
春
》 

張
堂
興
昭

宗
教
学
Ⅰ
Ａ
１
（
秘
教
と
は
何
か
？
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
カ
バ
ラ
ー
）

 

永
井　

晋
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅰ
Ｂ
１
（
秘
教
と
は
何
か
？
世
界
の
秘
教
） 

永
井　

晋
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅰ
Ａ
Ｂ
２
（
旧
約
聖
書
・
預
言
書
を
読
む
） 

小
林　

剛
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅰ
Ａ
（
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
思
想
と
神
観
念
）

 

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅰ
Ｂ
（
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
思
想
と
死
生
観
） 

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
（
宗
教
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
） 

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ
（
仏
教
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
・
思
想
に
お
け

る
死
生
観
の
変
遷
） 

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
（
日
本
人
と
宗
教
の
関
わ
り
：
伝
統
、
そ
し
て
現
代
）

 

吉
村　

均
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ
（
宗
教
と
言
語
、
道
徳
） 

吉
村　

均
（
Ⅱ
）

宗
教
学
概
論
Ａ
／
宗
教
と
は
何
か
Ａ
（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
）

 

島
田
茂
樹
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宗
教
学
概
論
Ｂ
／
宗
教
と
は
何
か
Ｂ
（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
）

 

島
田
茂
樹

宗
教
社
会
学
Ａ 

松
野
智
章

宗
教
社
会
学
Ｂ 

松
野
智
章

上
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
／
中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
①
（
中
国
語
の
作
文
）

 

阿
部
順
子
（
Ⅰ
）

上
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
②
（
中
国
語
長
文
読
解
） 

田
中
路
子
（
Ⅰ
）

上
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
／
中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
①
（
中
国
語
の
作
文
）

 

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

神
道
史
Ａ
（
日
本
文
化
に
お
け
る
仏
と
神
（
１
）） 

伊
藤　

聡

神
道
史
Ｂ
（
日
本
中
世
の
仏
教
と
神
祇
（
２
）） 

伊
藤　

聡

総
合
Ⅷ
Ａ
Ｂ
①
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
―
井
上
円
了
の
哲
学
と
実

践
―
〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉） 

関　

直
規

チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
／
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
（
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
）

 
石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ
／
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ｂ
（『
法
華
経
普
門
品
』（
観
音

経
）
を
読
む
） 

石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
／
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
《
春
》 

山
口
し
の
ぶ

中
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
／
中
国
語
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
を
高

め
る
） 

荒
井　

礼
（
Ⅰ
）

中
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
／
中
国
語
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
会
話
能
力
を
高
め
る
）

 

権　
　

慧
（
Ⅰ
）

中
級
中
国
語
Ａ
／
中
国
語
Ⅳ
Ａ
（
聴
解
の
基
礎
） 

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
級
中
国
語
Ｂ
／
中
国
語
Ⅳ
Ｂ
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を
培
う
聴
解
）

 

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
学
概
論
Ａ
（
中
国
学
へ
の
誘
い
） 

小
路
口
聡
・
坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

中
国
学
概
論
Ｂ
（
中
国
学
へ
の
誘
い
） 

野
間
信
幸
・
白
井　

順
（
Ⅰ
）

中
国
学
概
論
Ａ
Ｂ
（
中
国
思
想
文
化
―
―
入
門
と
手
ほ
ど
き
―
―
）

 

播
本
崇
史
（
Ⅱ
）

中
国
学
研
究
法
Ａ
（
中
国
哲
学
研
究
の
基
礎
知
識
） 

白
井　

順

中
国
学
研
究
法
Ｂ
（
中
国
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
） 

坂
井
多
穂
子

中
国
現
代
文
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
二
〇
世
紀
文
学
の
歩
み
） 

田
中
路
子

中
国
語
学
演
習
Ａ
（
日
本
語
文
法
書
を
中
国
語
で
読
む
） 

川
田　

健

中
国
語
学
演
習
Ｂ
（
中
国
語
で
書
か
れ
た
、
中
国
語
文
法
に
関
す
る
論
文

の
講
読
） 

川
田　

健

中
国
史
概
説
Ａ
／
中
国
史
概
論
Ａ
（
中
華
世
界
の
拡
大
と
再
生
）

 

竹
内
洋
介

中
国
史
概
説
Ｂ
／
中
国
史
概
論
Ｂ
（「
華
夷
一
家
」
へ
の
道
） 

竹
内
洋
介

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（『
天
道
溯
原
』
講
読
） 

中
村　

聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
（
朱
熹
『
論
語
集
注
』
講
読
） 

播
本
崇
史
（
Ⅱ
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
哲
学
は
あ
る
の
か
？
） 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
お
け
る
「
哲
学
」
の
姿
） 

坂
本
頼
之
（
Ⅱ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
／
中
国
哲
学
特
講
Ａ
（
原
典
資
料
で
読
む
朱
子
学
概

論
） 

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ｂ
／
中
国
哲
学
特
講
Ｂ
（
原
典
資
料
で
読
む
陽
明
学
概

論
） 

小
路
口
聡
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中
国
の
美
術
Ａ
（
先
史
～
南
北
朝
時
代
の
中
国
美
術
） 

篠
原
典
生
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ｂ
（
隋
唐
～
明
清
時
代
の
中
国
美
術
） 

篠
原
典
生
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
仏
教
・
道
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
美
術
史
）

 

田
中
知
佐
子
（
Ⅱ
）

中
国
仏
教
史
Ａ
／
中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
）

 

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
史
Ｂ
／
中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
）

 

伊
吹　

敦

中
国
文
学
史
Ａ
（
先
秦
か
ら
唐
代
の
文
学
の
諸
相
） 

野
間
信
幸

中
国
文
学
史
Ｂ
（
先
秦
か
ら
唐
代
の
文
学
の
諸
相
（
後
半
）） 

野
間
信
幸

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（『
唐
詩
三
百
首
』
を
読
む
） 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
（
中
国
文
学
を
鑑
賞
す
る
） 

新
井　

礼
（
Ⅱ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
台
湾
の
歴
史
を
知
り
、
文
学
作
品
を
読
む
）

 
野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
中
国
近
現
代
文
学
を
読
む
） 

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

中
国
文
献
学
Ａ
（
中
国
の
文
献
を
知
る
た
め
の
基
本
知
識
） 

白
井　

順

中
国
文
献
学
Ｂ
（
中
国
書
誌
学
の
基
礎
知
識
） 

白
井　

順

哲
学
概
説
Ａ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
と
い
う
こ

と
） 

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

哲
学
概
説
Ｂ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
主
体
的
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
）

 

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

東
西
交
渉
文
化
史
Ａ
／
東
西
交
渉
史
Ａ
（
テ
ュ
ル
ク
近
現
代
史
１
（
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
日
本
） 

小
野
亮
介

東
西
交
渉
文
化
史
Ｂ
／
東
西
交
渉
史
Ｂ
（
テ
ュ
ル
ク
近
現
代
史
２
（
オ
ス

マ
ン
帝
国
・
ト
ル
コ
共
和
国
） 

東
洋
思
想
《
秋
》（
中
国
の
思
想
家
た
ち
） 

白
井　

順

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
①
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
哲
学
の
原
典
を
読
む
）

 

沼
田
一
郎

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
①
②
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
・
文
化
研
究

Ⅰ
） 

橋
本
泰
元

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
①
②
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
・
文
化
研
究

Ⅲ
） 

橋
本
泰
元

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
②
Ａ
Ｂ
（
日
本
・
中
国
に
関
す
る
仏
教
文
献

の
講
読
） 

水
谷
香
奈
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（
日
本
・
中
国
に
関
す
る
仏
教
文
献

の
講
読
） 

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
Ａ
（
漢
詩
を
読
む
） 

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
Ｂ
（
新
詩
を
読
む
） 

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（『
国
語
』
の
読
解
を
通
じ
て
訓
詁
の
基

本
を
学
ぶ
） 

川
田　

建
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑥
Ａ
（
仏
教
文
献
の
読
解
）
伊
吹　

敦
（
Ｉ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑥
Ｂ
（
自
由
研
究
） 

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑦
Ａ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
に
関
す
る
英

語
文
献
講
読
） 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩
Ａ
（
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
尽
心
章
句
上
精
読
（
そ

の
１
）） 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）
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東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩
Ｂ
（
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
尽
心
上
篇
精
読
（
そ

の
２
）） 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑩
Ａ
Ｂ
（『
国
語
』
の
読
解
を
通
じ
て
訓
詁
の
基

本
を
学
ぶ
） 

川
田　

建
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑪
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
詩
を
中
国
語
で
読
み
、
平
仄
分

析
す
る
） 

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ａ
（
笑
話
を
読
む
） 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ｂ
（
伝
奇
を
読
む
） 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
《
春
》（
東
ア
ジ
ア
の
植
物
文
化
と
芸
術
）

 

久
保
輝
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
《
秋
》（
漢
方
と
本
草
学
） 

久
保
輝
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
イ
ン
ド
の
芸
能
と
社
会
）

 
小
尾　

淳
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
春
》（
文
化
人
類
学
の
視
点
に
も
と
づ
き
、

今
日
に
お
け
る
バ
リ
島
の
芸
能
の
あ
り
方
を
学
び
、
人
間
の
創
造
性
に

触
れ
る
） 

山
本
早
良
紗
（
Ⅱ
）

東
洋
の
身
体
論
《
春
》（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ど
う
見
る
か
）〈
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
〉 

伊
吹　

敦

日
本
漢
学
Ａ
Ｂ
（
日
本
で
は
漢
学
を
如
何
に
学
ん
で
来
た
の
か
）

 

坂
本
頼
之

日
本
仏
教
史
Ａ
／
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
日
本
仏
教
史
（
飛
鳥
時
代
～

鎌
倉
時
代
）） 

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
／
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
日
本
仏
教
史
（
鎌
倉
時
代
～

現
代
）） 

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ａ
／
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ

み
と
社
会
・
文
化
─
─
仏
教
公
伝
か
ら
平
安
時
代
ま
で
で
─
）

 

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
／
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ

み
と
社
会
・
文
化 

─
鎌
倉
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
─
）

 

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
／
ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
を
読
む
Ａ
《
春
》（
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
入
門
Ⅰ
） 

橋
本
泰
元

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ｂ
／
ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
を
読
む
Ｂ
《
秋
》（
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
入
門
Ⅱ
） 

橋
本
泰
元

仏
教
漢
文
Ａ
《
春
》（
仏
教
漢
文
の
基
礎
） 

伊
吹　

敦

仏
教
漢
文
Ｂ
《
秋
》（
経
典
注
釈
・
浄
土
教
文
献
を
読
む
） 

伊
吹　

敦

仏
教
思
想
概
論
Ａ
Ｂ
／
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
Ｂ
（
Ａ
仏
教
と
は

何
か
？
／
Ｂ
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
） 

堀
内
俊
郎

特
講
Ⅰ
Ａ
／
大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
《
春
》（
空
思
想
入
門
） 

堀
内
俊
郎

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
／
華
厳
の
思
想
《
春
》（『
大
乗
起
信
論
』
の
哲
学
―

―
東
ア
ジ
ア
華
厳
思
想
の
基
礎
） 

橘
川
智
昭

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
／
禅
の
思
想
《
春
》（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の

交
渉
） 

伊
吹　

敦

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
／
密
教
の
思
想
《
秋
》（
密
教
の
思
想
） 

金
本
拓
士

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
／
初
期
仏
教
の
思
想
《
秋
》（
初
期
仏
教
の
思
想
）

 

藪
内
聡
子　
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仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ｂ
／
念
仏
の
思
想
《
秋
》（
浄
土
思
想
（
特
に
阿
弥
陀

信
仰
）
の
形
成
・
展
開
と
そ
の
影
響
） 

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

仏
教
と
社
会
福
祉
／
現
代
社
会
に
生
き
る
仏
教
Ａ
《
春
》（
い
の
ち
」
に

向
き
合
う
仏
教
者
の
活
動
に
学
ぶ
） 

小
林
惇
道
（
Ⅰ
）

仏
教
と
社
会
福
祉
／
現
代
社
会
に
生
き
る
仏
教
Ａ
《
春
》（
現
代
社
会
の

諸
問
題
に
向
き
合
う
仏
教
者
の
活
動
に
学
ぶ
） 

春
本
龍
彬
（
Ⅱ
）

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

ヨ
ー
ガ
／
ヨ
ー
ガ
の
こ
こ
ろ
《
春
》（
ヨ
ー
ガ
の
実
践
を
通
し
て
思
想
を

体
感
す
る
） 

番
場
裕
之
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
①
《
春
》 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》 

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》 
沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》（
卒
業
論
文
へ
の
第
一
歩
）

 

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
④
《
春
》 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑤
《
春
》 

川
田　

健
（
Ⅰ
）

〈
大
学
院
〉

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
文
献
研
究
） 

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
（
中
世
イ
ン

ド
思
想
の
研
究
） 

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅳ
Ａ
（
シ
ヴ
ァ
教
の
歴
史
・
思
想
・
実
践
） 

高
島　

淳

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅳ
Ｂ
（
シ
ヴ
ァ
教
文
献
研
究
） 

高
島　

淳

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
演
習
Ａ
（Introduction to Studying 

Buddhism
 in English

） 

伊
藤　

真

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
演
習
Ｂ
（Further Steps in Studying 

Buddhism
 in English

） 

伊
藤　

真

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
（
パ
ー
リ
文
献
研
究
） 

林　

隆
嗣

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅱ
Ｂ
（
上
座
部
仏
教
の
論
書
研
究
） 

林　

隆
嗣

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ 

堀
内
俊
郎

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
（
イ
ン
ド
密
教
経
典
研
究
） 

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ｂ
（
イ
ン
ド
密
教
儀
軌
研
究
） 

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅴ
Ａ
（
大
乗
仏
典
成
立
史
） 

田
中
公
明

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅴ
Ｂ
（
イ
ン
ド
密
教
史
） 

田
中
公
明

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
禅
宗
思
想
研
究
） 

伊
吹　

敦

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
（
浄
土
教
研
究‒

法
然
撰
『
選
択
集
』
の
輪

読‒

） 

林
田
康
順

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
中
世

イ
ン
ド
思
想
の
研
究
） 

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
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ド
思
想
、
宗
教
、
文
学
の
研
究
指
導
） 

沼
田
一
郎

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ 

堀
内
敏
郎

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
密
教
に

お
け
る
宗
教
行
為
の
研
究
） 

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
（
博
士
論
文
の
作

法
） 

伊
吹　

敦

中
国
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（『
朱
子
学
的
』

の
講
読
） 

白
井　

順

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
（
山
崎
闇
斎
編
『
大

家
商
量
集
』
上
巻
精
読
） 

小
路
口
聡

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（『
源
氏
物
語
』

中
国
語
訳
の
比
較
研
究
） 
大
野
公
賀

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
大
同
思
想
の
研
究
） 
中
村　

聡

中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ
（
陽
明
後
学
研
究
―
―
王
心
斎
『
重
鐫
心
齋
王
先

生
文
集
』
巻
三
「
論
説
」
精
読
―
―
） 

小
路
口
聡

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
張
文
環
作
品
講

読
） 

野
間
信
幸

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
楊
萬
里
詩
研
究
）

 

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ（
比
較
文
学
の
方
法
論　

日
本
と
中
国
を
中
心
に
）

 

有
澤
晶
子

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
張
文
環
『
地
平
線
の
燈
』
の
判
読
） 

野
間
信
幸

中
国
語
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
21
世
紀
の
比
較
文
学
） 

橋
本
恭
子

博
士
後
期
課
程

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
井
上
円
了

「
台
湾
紀
行
」
漢
詩
講
読
） 

野
間
信
幸

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
在
米
華
人

作
家
、
李
翊
雲
の
作
品
講
読
） 

大
野
公
賀

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
（
自
立
的
研
究
者

へ
の
道
（
1
）） 

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ｂ
（
自
立
的
研
究
者

へ
の
道
（
2
）） 

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（「
題
跋
」

か
ら
み
る
欧
陽
脩
の
文
学
観
） 

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（『
読
書
録
』

の
講
読
） 

白
井
順
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二
〇
二
三
年
度
東
洋
思
想
文
化
学
科
卒
業
論
文
題
目

〈
Ⅰ
部
〉

太
田　

俊
輝 
聖
徳
太
子
信
仰
の
展
開
―
親
鸞
の
太
子
へ
の
思
い
―

齊
藤　

航
輝 

創
価
学
会
と
池
田
大
作

野
口　

優 

『
十
牛
図
』
か
ら
見
る
真
実
の
自
己

福
田　

渉
華 

中
国
の
仏
教
思
想
理
解
に
つ
い
て
―
『
理
惑
論
』
を
中
心

と
し
て
―

細
野　

真
由 

日
本
人
の
地
獄
思
想
の
変
容

木
村　

陸
人 

題
目
板
碑
に
見
る
日
蓮
宗
門
徒
の
信
仰
―
日
蓮
自
身
の
思

想
と
比
較
し
て
―

川
合　

鼓
乃 

現
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
医
療　

―
連
携
の
可
能
性
―

根
本　

咲
希 

空
海
の
即
身
成
仏
義
の
思
想
と
現
代
的
な
意
義

小
山　

波
里
乃 

現
代
に
生
き
る
妖
怪

近
内　

翔
太 

杉
本
五
郎
『
大
義
』
に
見
る
仏
教
と
国
体

本
多　

愛
音 

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
仏
教

古
川　

譲
一 

古
代
か
ら
中
古
に
お
け
る
「
穢
れ
」
の
変
容

垣
内　

惇 

「
禅
文
化
」
と
し
て
の
庭
園
と
お
茶
の
創
成

荒
井　

樹
音 

超
国
家
主
義
者 

石
笑
莞
爾
の
淵
源

杉
山　

琴
美 

太
宰
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

根
津　

香
菜
子 

“Raji 

―
古
の
伝
説
” か
ら
見
る
ゲ
ー
ム
と
文
化

渡
邉　

襟
可 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
る
死
後
世

界
と
は

藤
田　

碧 

バ
リ
島
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
受
容
と
発
展　

豊
富

な
水
源
と
「
聖
水
」

吉
田　

桜
子 

サ
ー
ン
キ
ャ
哲
学
と
比
較
思
想　

―
『M

ahābhārata

』

に
お
け
る
サ
ー
ン
キ
ャ
思
想
―

佐
藤　

海
周 

剣
道
の
歴
史
と
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
比
較　

―
武
士
道
と
騎

士
道
―

紅
本　

光 

イ
ン
ド
で
自
動
車
産
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は

山
田　

愛
結 

戦
後
日
本
歌
謡
史
に
お
け
る
「
ア
イ
ド
ル
」
観
の
変
容
に

関
す
る
研
究

小
名
野　

秀
貴 

「T
urn on, tune in, drop out

」
～
ヒ
ッ
ピ
ー
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
と
イ
ン
ド
文
化
～

柴
原　

悠
里 

イ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展　

―
Ｊ
リ
ー
グ

を
モ
デ
ル
と
し
た
比
較
研
究
―

鈴
木　

美
馨 

イ
ン
ド
ラ
神
の
神
格
と
派
生
に
つ
い
て　

―
イ
ン
ド
ラ
は

な
ぜ
仏
教
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
―

星
山　

智
晃 

イ
ン
ド
の
文
化
や
思
想
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
が
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
大
国
に
な
る
可
能
性

宮
島　

海
斗 

ビ
ー
ト
ル
ズ
は
な
ぜ
イ
ン
ド
を
選
ん
だ
の
か

宮
越　

万
里 

イ
ン
ド
の
女
性
の
社
会
に
お
け
る
地
位
と
そ
の
結
婚
事
情

佐
久
間　

春
世 

円
了
の
妖
怪
学
と
〈
妖
怪
〉
啓
蒙
的
実
践
が
め
ざ
し
た
も

の

吉
良　

侑 
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度
の
歴
史
と
現
状
及
び
制
度
が
も
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た
ら
す
現
在
の
社
会
問
題

田
中　

萌
音 

ム
ガ
ル
帝
国
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教

の
共
生
に
つ
い
て

高
松　

愛
梨 
カ
ー
リ
ー
女
神
信
仰
の
形
成
と
展
開
に
つ
い
て

古
市　

海
斗 
イ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
制
度
と
教
育
制
度
の
関
係
性

醍
醐　

桜 

ム
ガ
ル
細
密
画
に
お
け
る
写
実
性
の
研
究　

―
ジ
ャ
ハ
ー

ン
ギ
ー
ル
派
の
画
家
の
細
密
画
を
中
心
に
―

谷
垣　

萌
花 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ヨ
ガ
と
ヒ
ン
ド
ゥ
教
が
説
く
ヨ
ー
ガ
の

違
い
に
つ
い
て

鎌
田　

翔
勧 

原
始
仏
教
に
お
け
る
戒
・
定
・
慧
の
悟
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
可
視
化　

―
認
識
プ
ロ
レ
ス
・
煩
悩
・
修
行
の
相
関
の

観
点
か
ら
―

清
水　

秀
効 

王
羲
之
の
書
の
特
徴
と
そ
の
現
代
的
意
義

五
十
嵐　

竜
也 

法
然
に
お
け
る
女
人
往
生
に
つ
い
て
の
一
考
察

鬼
追　

雄
大 

日
本
の
宗
教
教
育
と
宗
教
的
情
操
の
定
義
と
課
題　

～　

“道
徳
” 

の
教
科
化
か
ら
宗
教
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
～

粂
田　

一
路 

『
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
バ
ー
シ
ュ
ヤ
』
の
論
理
的
諸
問
題
―
命
題

論
理
・
述
語
論
理
に
よ
る
分
析
―

矢
野　

さ
く
ら 

無
宗
教
日
本
人
に
お
け
る
宗
教
知
識
の
必
要
性

中
田　

帆
南 

六
道
絵
に
お
け
る
「
恐
怖
」
の
可
視
化
と
そ
の
役
割

松
原　

麻
衣 

坂
元
裕
二
脚
本
に
描
か
れ
る
母
子
像
と
ハ
ー
リ
ー
テ
ィ
ー

伊
藤　

李
紗 

イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
差
別
と
克
服
に
向
け
た
展
望　

―

伝
統
の
衰
退
と
継
承
―

奥
平　

百
恵 

チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
が
西
洋
に
与
え
た
影
響

折
出　

遥
香 

水
墨
画
の
実
態
と
そ
の
考
察

川
西　

航
平 

兵
馬
俑
の
特
色
と
奏
の
始
皇
帝
と
の
関
係
性

高
野　

広
人 

ア
イ
ヌ
信
仰
・
文
化
か
ら
学
ぶ
考
え
方
―
日
本
の
問
題
解

決
を
目
指
し
て
―

八
講　

美
友 

東
南
ア
ジ
ア
諸
島
の
住
居
に
つ
い
て
〈
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
住

ま
い
を
中
心
と
す
る
〉

魏　

鳳
遥 

文
化
を
広
め
る
た
め
の
ゲ
ー
ム
の
活
用
―
原
神
を
例
と
し

て

遠
間　

詠
淳 

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
歴
史
と
そ
の
変
遷　

―
服
飾
を
中
心
に

―

望
月　

志
歩 

日
本
の
宗
教
と
未
来
―
日
本
で
宗
教
紛
争
は
起
こ
る
の
か

―

宮
田　

美
保 

日
本
人
の
美
意
識
と
文
化
の
関
係
に
つ
い
て　

―
簪
か
ら

見
ら
れ
る
美
意
識
―

田
中　

未
菜 

イ
ン
ド
の
民
族
衣
装
か
ら
見
る
民
族
性

野
村　

莉
沙 

バ
リ
島
の
ケ
チ
ャ
ダ
ン
ス　

～
文
化
的
背
景
と
宗
教
的
な

意
義
に
つ
い
て
～

武
谷　

栞 

楊
貴
妃
は
悪
女
で
あ
っ
た
の
か

須
長　

あ
ゆ
み 

『
平
家
物
語
』
と
『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
義
の
意
義

の
比
較

尾
上　

侑
香 
大
観
園
で
の
日
常
―
『
紅
楼
夢
』
の
韻
文
表
現
に
読
み
取
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る
未
来

張　

梓
て
い 

『
紅
楼
夢
』
に
お
け
る
林
黛
玉
と
晴
雯
の
比
較

林　

延
松 
『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
殺
生
応
報
説
話
に
つ
い
て

小
幡　

大
輝 
古
代
中
国
の
死
生
観
に
つ
い
て
―
―
脳
死
・
心
臓
移
植
と

安
楽
死
に
つ
い
て
考
察
―
―

金　

肇
新 

朱
熹
『
大
学
章
句
』
の
八
条
目
に
お
け
る
「
誠
意
」
と
「
正

心
」
の
関
係

CU
I ZH

IK
A

I 

雲
南
に
お
け
る
李
贄
の
政
治
活
動

仲
野　

聡 

現
代
に
活
か
す
『
論
語
』

安
井　

翔
大 

人
間
は
い
か
に
し
て
道
徳
心
を
身
に
つ
け
る
の
か

幸
野　

悠
飛 

中
国
の
武
術
・
武
道
と
日
本
の
武
術
・
武
道
の
違
い

三
瓶　

健
士
郎 

日
本
文
化
に
お
け
る
龍
の
表
象
に
関
す
る
考
察
―
中
華
文

化
圏
か
ら
の
影
響
を
視
座
に
―

山
田　

莞
爾 

中
国
の
世
界
文
化
遺
産
の
概
要
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

赤
松　

優
磨 

唐
代
宮
廷
音
楽
と
外
来
音
楽
の
関
係
性

陣
内　

茉
里 

『
水
滸
伝
』
に
表
象
さ
れ
た
公
私
概
念
―
日
本
人
の
政
治

参
与
の
消
極
性
分
析
の
一
視
点

藤
田　

彩
菜 

中
国
に
お
け
る
死
生
観
・
死
後
の
考
え
方
の
構
成

福
永　

亘 

中
国
と
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
儒
教
の
関
係
の
比
較

小
川　

智
暉 

漫
画
『
キ
ン
グ
ダ
ム
』
の
研
究

竹
本　

享
平 

中
国
に
お
け
る
怪
異
像
と
病　

日
本
と
の
比
較
を
交
え
て

の
考
察

宮
林　

萌
恵 

ネ
ッ
ト
分
断
に
対
す
る
東
洋
思
想
ア
プ
ロ
ー
チ

吉
成　

優
太 

中
国
と
高
齢
化

斉
藤　

麗 

百
合
マ
ン
ガ
か
ら
見
る
台
湾
と
日
本
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
考
え
方
の
違
い

熊
谷　

侑
音 

中
国
に
お
け
る
日
本
の
特
撮
の
受
容　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の

成
功
譚
を
考
察
す
る

劉　

博
聞 

嫦
娥
の
伝
説
が
後
世
の
文
学
創
作
に
与
え
た
影
響

嚴　

カ
イ
エ 

張
愛
玲
の
作
品
か
ら
見
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
生
き
方

中
山　

悠
矢 

中
国
就
活
戦
争

深
田　

沙
紀 

『
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
』
か
ら
見
る
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム

鈴
木　

茉
莉
花 

仏
教
の
終
末
ケ
ア
は
無
宗
教
者
に
と
っ
て
も
有
効
で
あ
る

の
か

〈
Ⅱ
部
〉

小
泉　

亜
門 

郭
熙
「
早
春
図
」
の
遠
近
法
と
画
面
構
成
つ
い
て

阿
部　

幸
太
郎 

仏
教
伝
来
と
受
容
―
日
中
の
受
け
止
め
の
違
い
か
ら
見
え

て
く
る
も
の

李　

沢
司 

中
国
唐
代
詩
人
の
作
品
に
お
け
る
仏
教
の
影
響
と
中
国
唐

代
詩
人
の
仏
教
観

鈴
木　

廉 

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
と
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
が
浸
透
し
た
理

由
に
つ
い
て
の
考
察

窪
田　

遥 
岡
倉
天
心
の
生
き
た
時
代
と
『
茶
の
本
』

朝
日　

優
太 
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー
文
化
の
発
展
と
需
要
に
つ
い
て
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天
野　

賢
吉 

柔
道
と
武
士
道

吉
森　

雄
飛 

日
本
の
社
会
問
題
に
影
響
さ
れ
た
音
楽
界
の
変
遷

松
倉　

愛
美 

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
第
18
巻
１
～
３
章
に
お
け
る
地
獄

の
役
割　

―
カ
ル
マ
と
運
命
と
王
の
地
獄
巡
り
―

桑
野　

寛
太 
日
本
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
文
化
に
お
け
る
ラ
ッ
プ
の
発
展
が

も
た
ら
す
可
能
性

藤
岡　

美
紀 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
映
画
に
み
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

表
現
の
分
析

中
村　

朱
里 

中
世
イ
ン
ド
に
お
け
る
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
バ
ク
テ
ィ
思

想
の
受
容

齋
藤　

翼 

メ
タ
バ
ー
ス
と
イ
ン
ド
哲
学　

～
私
達
は
メ
タ
バ
ー
ス
を

ど
う
生
き
る
べ
き
か
～

和
泉　

深
舟 

三
宝
標
の
表
現　

―
特
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
見
ら
れ
る
特
異

性
に
つ
い
て
―

中
野　

万
結 

葬
送
儀
礼
の
意
味　

―
バ
リ
島
「
ピ
ト
ラ
・
ヤ
ド
ニ
ャ
」

と
日
本
・
チ
ベ
ッ
ト
の
葬
儀
と
比
較
し
て
―

結
城　

健
介 

近
代
バ
リ
に
に
お
け
る
文
化
の
変
容
に
つ
い
て

長
坂　

あ
ゆ
み 

無
宗
教
の
日
本　

―
そ
の
実
態
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
―

妹
尾　

悠
矢 

日
本
の
代
名
詞
と
な
る
植
物
は
何
か
？　

―
家
紋
や
歴
史

と
の
結
び
つ
き
か
ら
を
考
察
す
る
―

伊
藤　

洋
介 

同
字
重
出
の
規
則
を
破
る
近
体
詩

村
上　

高
子 

則
天
武
后
は
な
ぜ
女
帝
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
か

久
保
田　

桜 

現
代
社
会
に
お
け
る
陽
明
学
及
び
性
善
説
の
意
義

西
塔　

実
咲 

日
本
の
近
代
国
家
建
設
に
お
い
て
の
中
国
思
想
の
受
容
～

現
代
の
研
究
者
の
議
論
を
基
に
し
て
～

武
部　

真
優 

中
国
哲
学
に
お
け
る
「
善
悪
」
と
子
供
の
「
善
悪
」
理
解

と
判
断
―
２
つ
の
「
善
悪
」
の
異
な
る
点
に
つ
い
て
―

山
田　

拓
弥 

『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
に
お
け
る
郭
象
の
注
釈

に
つ
い
て

菅
原　

大
樹 

中
国
の
伝
統
的
恋
愛
観
の
追
究

八
木　

隆
史 

人
間
社
会
に
お
け
る
「
徳
」
の
有
用
性
～
渋
沢
栄
一
の
思

想
を
通
し
て
考
え
る
～

井
上　

亜
太
夢 

諸
葛
亮
と
司
馬
懿
の
扱
い
の
差
に
つ
い
て　

現
代
の
二
人

の
描
写
を
比
較
し
て

佐
野　

元
昭 

中
国
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
日
本
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
の
比
較

椎
名　

未
来 

魯
迅
と
藤
野
先
生
～
な
ぜ
『
藤
野
先
生
』
を
執
筆
し
た
の

か
～

大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
修
士
論
文

王　

妙
華 

王
心
斎
「
百
姓
日
用
即
是
道
」
に
見
ら
れ
る
人
間
観

佐
藤　

瑛 

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
張
飛
像
の
「
卑
小
化
」
再
考

辻　

大
晴 

安
藤
東
野
小
論

大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
博
士
論
文

志
村　

敦
弘 
「
吾
れ
斯
の
人
の
徒
と
与
に
す
る
に
非
ず
し
て
誰
と
与
に

せ
ん
」
の
思
想　

―
―
王
陽
明
思
想
に
お
け
る
「
公
」
と
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「
見
在
」
―
―

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
修
士
論
文

前
田　

恭
介 
近
代
仏
教
史
上
に
お
け
る
中
西
牛
郎
の
再
評
価


